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組合員・ご利用者の皆様、
本年もよろしくお願いいたします。

ふれあい餅つき大会（指宿市山川の慈光保育園）
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
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申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

【
理
事
】

北　

美
喜
男　
　
　

生
見　

春
道

牧
薗　

弘
幸　
　
　

前
原　

干
城

石
神　

一
男　
　
　

野
元　

辰
雄

橋
口　
　

彰　
　
　

髙
﨑　

知
一

岡
元　

和
人　
　
　

大
薗　

義
人

田
畑　

光
雄　
　
　

下
拂　

廣
重

谷
村　

久
恵　
　
　

本
田　

義
昭

上
野　
　

茂　
　
　

吉
﨑　

久
男

田
原　

良
二　
　
　

奥
薗　

克
年

松
永　

正
美　
　
　

伊
瀬
知
敏
孝

【
監
事
】

横
峯　

明
人　
　
　

前
原　

五
男

桃
木　

重
隆　
　
　

松
澤
計
佐
男

田
中　
　

司

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し

て
は
、
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
国
連
で
定
め
ら
れ
た
国
際

協
同
組
合
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

「
協
同
組
合
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築
き
ま

す
。」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
世
界
の
協
同

組
合
組
織
が
結
束
、
連
携
し
た
成
果
は
大
き

く
、
協
同
組
合
が
社
会
経
済
で
い
か
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
の
認
識
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
内
経
済
は
日
中
間
の
摩

擦
問
題
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
起
因
と
し
た
世
界

経
済
の
不
況
、
為
替
相
場
の
高
値
基
調
、
そ

し
て
政
治
不
安
と
相
ま
っ
て
長
引
く
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
は
感
じ
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
国
内

経
済
は
悪
化
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
新

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
の
農
業
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
・
後
継
者
不
足
が
深
刻
さ
を
増
す
中
で
、

地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成
確
保
や
農
地
利

用
、
６
次
産
業
化
の
推
進
な
ど
食
と
農
業
の

再
生
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
、
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
国
内
を
二
分
す
る
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
の
原

則
撤
廃
、
米
国
企
業
の
た
め
の
規
制
緩
和
を

柱
と
す
る
包
括
協
定
で
あ
り
、
農
業
、
食
品

安
全
、
医
療
、
労
働
、
知
的
財
産
、
投
資
な

ど
に
及
び
ま
す
。
関
税
自
主
権
は
も
と
よ

り
、
食
糧
主
権
、
行
政
権
、
司
法
権
ま
で
脅

か
す
「
壊
国
協
定
」
を
許
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
政
府
が
米
国
に
対

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
阻
止
を
明
言
す
る
こ
と
に

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
は
昨
年
、
Ｊ
Ａ

鹿
児
島
県
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

『
協
同
の
力
で
創
る
「
農
」
と
「
く
ら
し
」

の
未
来
～
原
点
回
帰
と
新
た
な
挑
戦
～
』
を

テ
ー
マ
と
し
、
農
業
と
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ

Ａ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
組
合
員
・
地
域
住
民
に
恩
返
し
を
し
な

が
ら
、
農
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
む
と
い
う
自
ら
の
存
在
意
義
を
再
確
認

し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
の
総
力
を
あ
げ

て
取
り
組
む
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
に
Ｊ
Ａ
（
農
業
協
同
組
合
）
が
誕

生
し
て
65
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
互
い
に
助
け
合
い
協
力
し
合
う
と
い
う

相
互
扶
助
の
精
神
を
も
と
に
、
社
会
的
・
経

済
的
に
力
の
弱
い
人
々
が
「
協
同
」
す
る
力

で
自
ら
の
営
農
と
生
活
を
守
る
た
め
に
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
組
合

員
の
願
い
を
確
実
に
実
現
す
る
一
方
で
、
日

本
の
食
料
基
地
と
し
て
、
消
費
者
に
安
心
・

安
全
な
農
畜
産
物
を
安
定
的
に
提
供
す
る
こ

と
で
「
よ
り
よ
い
社
会
」
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
農
業
の
振
興
を
通
じ
て
農
村
を
維
持

し
、
地
域
社
会
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
も
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
場
経
済
一
辺
倒
の
仕
組
み
に
よ

る
弊
害
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
東
日
本

大
震
災
や
２
０
１
２
国
際
協
同
組
合
年
を
契

機
と
し
て
、「
相
互
扶
助
」「
絆
」
と
い
っ
た

協
同
組
合
の
理
念･

価
値
観
が
改
め
て
注
目

さ
れ
、
そ
の
社
会
的
役
割
が
国
際
的
に
も
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
厳
し
い
経
営
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
豊
か
で
実
り
あ
る
農
業
生
産
と
農
業

復
興
へ
の
貢
献
と
奉
仕
」
の
理
念
の
下
、「
あ

な
た
の
身
近
に
ベ
ス
ト
な
い
ぶ
す
き
」
を
合

言
葉
に
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
づ
く
り
の

た
め
の
農
家
支
援
、
ま
た
組
合
員
・
地
域
住

民
に
信
頼
さ
れ
る
べ
く
健
全
経
営
に
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
更
な
る
お
引
き
立
て
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様

方
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

代表理事組合長
西 村 　仁

管理・経済担当常務
松元　孝也

信用担当常務
西迫　忠憲

常勤監事
田 中 　博
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南
九
州
市
の
冬
の
風
物
詩
「
干
し
大
根
」

購
買
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

Ｊ
Ａ
は
、
11
月
下
旬
～
12
月
上
旬
に
か
け
て
、
え
い
地
区
各
集
荷
場
で
干

し
大
根
の
出
荷
目
揃
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

目
揃
え
会
で
は
、
本
年
度
の
生
育
状
況
・
今
後
の
肥
培
管
理
、
集
出
荷
要

領
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
職
員
よ
り
説
明
し
、
生
産
者
は
集
荷
場
に
集
め
ら
れ
た
干

し
大
根
を
手
に
取
り
、
今
年
の
状
態
を
入
念
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

生
育
状
況
に
つ
い
て
は
良
好
で
す
が
、
収
穫
し
て
か
ら
干
し
上
が
り
ま
で

の
天
候
で
品
質
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
日
々
の
天
気
に
注
意
し
な
が
ら
の

対
応
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
に
お
け
る
栽
培
面
積
は
、
26
・
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
５
３
４
ト

ン
、
７
４
７
６
万
円
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中

旬
に
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
干
し
大
根
は
、
主
に

鹿
児
島
く
み
あ
い
食
品
な

ど
食
品
会
社
３
社
に
出
荷

さ
れ
ま
す
。

生
産
者
は
「
中
規
格
中

心
で
の
出
荷
を
心
が
け
、

所
得
向
上
を
目
指
し
、
良

品
出
荷
に
努
め
る
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
、
11
月
27
日
、
管
内
の
支

所
・
購
買
店
舗
16
个
所
を
対
象
に
、

購
買
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
同
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
店
舗
の
活
性
化
を
目

指
し
、
販
売
力
の
強
化
と
供
給
高
の

ア
ッ
プ
を
図
る
事
を
目
的
に
、
見
や

す
さ
や
選
び
や
す
さ
、
陳
列
等
の
採

点
基
準
を
も
と
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
た
福
里
経
済

担
当
参
事
は
「
既
存
の
店
舗
や
倉
庫
に
工
夫
を
加
え
て
い
か
に
売
り
上
げ
を

伸
ば
し
て
行
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
最
優
秀
賞
の
徳
光
購
買
店
舗
は
他

の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
に
も
負
け
な
い
陳
列
や
商
品
ア
ピ
ー
ル
が
さ
れ
て
い

た
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
今
後
は
県
下
の
Ｊ
Ａ
全
体
で
取
り
組
め

る
よ
う
県
大
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。」
と
要
望
も
語
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
の
徳
光
購
買
店
舗
の
職
員
は
「
日
ご
ろ
の
清
掃
や
美
化
を
心
が

け
、
組
合
員
に
い
か
に
見
や
す
く
選
び
や
す
く
す
る
か
に
重
点
を
置
い
て
頑

張
り
ま
し
た
。」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

上
位
支
所
・
店
舗
は
以
下
の
通
り
で
す
。

  

最
優
秀
賞　

徳
光
購
買
店
舗（
山
川
地
区
）　

優
秀
賞　

小
川
購
買
店
舗（
山
川
地
区
）

  

優
秀
賞　

開
聞
中
央
支
所（
開
聞
地
区
）　

努
力
賞　

成
川
支
所（
山
川
地
区
）

  

努
力
賞　

喜
入
支
所（
喜
入
地
区
）

やぐらに大根をかける生産者

優勝した山川地区徳光購買店舗
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11
月
23
日
、
日
本
最
大
の
茶
産

地
を
誇
る
南
九
州
市
で
、
お
茶

の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
対
策
と
し
て

市
や
茶
業
振
興
会
、
ソ
ム
リ
エ
会

な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
、
体
験
型

の
日
帰
り
ツ
ア
ー
（
都
市
農
村
事

業
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
鹿
児
島
市
内
か
ら

大
型
バ
ス
で
、
南
九
州
市
内
の

茶
産
地
を
周
り
、
乗
用
型
摘
採
機

試
乗
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
畑
の
里　

水
土
利
館
で
は
、

茶
業
青
年
部
と
女
性
部
が
中
心

と
な
り
、
お
茶
教
室
・
喫
茶
交
流
・
手
揉
体
験
・
お
茶
料
理
・
お
茶
石
鹸
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
茶
を
飲
ん
だ
参

加
者
は
「
急
須
で
淹
れ
た
お
茶
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
お
茶
と
は
全
く
違
い
、
美
味
し

い
。」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
、
手
作
り
お

茶
石
鹸
も
配
ら
れ
参
加
者
を
喜
ば
せ
ま
し

た
。11

月
23
日
は
、
日
本
茶
業
制
定
「
お
茶

い
っ
ぱ
い
の
日
」（
１い

１い

２風

３味

の
日
）
と
し

て
、
全
て
の
勤
労
者
の
労
を
お
茶
で
癒
し

て
い
た
だ
く
日
と
さ
れ
、
県
内
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
管
内

の
肉
用
牛
肥
育
農
家
の
技

術
研
鑽
と
銘
柄
向
上
を
目

的
に
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し

ま
南
薩
工
場
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
牛
枝
肉

共
進
会
及
び
研
修
会
が
約

50
名
の
管
内
肥
育
農
家
と

関
係
者
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

42
頭
の
出
品
が
あ
り
、

枝
肉
成
績
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
ス
芯
・
バ
ラ
厚
と
も

に
良
好
な
も
の
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
「
飼
料
情

勢
」、「
防
疫
対
策
」
に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
肉
用
牛
肥
育
経

営
の
一
層
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

各
擬
賞
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

一
席　

㈲
大
川
畜
産
（
山
川
地
区
）

二
席　

高
田
浩
文
（
頴
娃
地
区
）

三
席　

大
原
六
雄
（
頴
娃
地
区
）

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞　

平
原
隆
一
（
喜
入
地
区
）

平
成
24
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
枝
肉
共
進
会
団
体
賞　

頴
娃
地
区

南
九
州
市
お
茶
い
っ
ぱ
い
の
日
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

JAいぶすきJAいぶすき

44

平
成
24
年
度
第
３
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
牛
枝
肉
共
進
会
開
催

茶畑で乗用型摘採機の試乗を行う参加者

一席を受賞された(有)大川畜産代表　大川学さん
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Ｊ
Ａ
及
び
Ｊ
Ａ
畜
産

部
会
会
議
は
12
月
10
日
、

「
２
０
１
２
年
度　

畜
魂
祭

な
ら
び
に
研
修
会
」
を
指
宿

市
開
聞
の
指
宿
中
央
家
畜
市

場
及
び
開
聞
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
管
内
畜
産
農
家
や
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、

家
畜
へ
の
感
謝
と
鎮
魂
の
意
を
こ
め
て
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
研
修
会
に
お
い
て
田
中
健
一
肉
用
牛
部
会
協
議
会
会
長
と
西
村

仁
組
合
長
が
挨
拶
を
し
、畜
産
農
家
の
日
頃
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
農
業
に
与
え
る
影
響
を
学
び
ま
し
た
。

い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
12

月
1
日
、
２
日
の
２
日
間
、
指
宿
市
の
サ
ン

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
い
ぶ
す
き
及
び
そ
の
周
辺

で
、
全
産
業
が
一
堂
に
会
し
た
産
業
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
指
宿
産
の
牛
肉
、
や

き
い
も
、
お
茶
な
ど
の
試
食
・
試
飲
販
売
、

野
菜
・
花
の
即
売
会
な
ど
様
々
な
店
が
軒
を

連
ね
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

演
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
特
設
テ
ン

ト
で
は
、
色
々
な
演
目
が
あ
り
、
歓
声
や
笑

い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
荷
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

12
月
３
日
、山
川
地
区
で
は
、南
瓜
選
果
場
で
抑
制

南
瓜
出
荷
説
明
会
を
開
き
、生
産
者
約
１
０
０
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。田
村
国
一
か
ぼ
ち
ゃ
専
門
部
会
長

は「
販
売
単
価
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
、出
荷
基
準
を
守

り
収
穫
を
し
て
下
さ
い
。」と
挨
拶
し
、参
加
者
は
出

荷
要
領
、出
荷
規
格
に
つ
い
て
確
認
を
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
共
販
量
７
５
０
ト
ン
の
出
荷
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
開
聞
野
菜
部
会
は
、
11
月
30
日
、
指

宿
市
内
の
施
設
で
野
菜
部
会
期
成
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

開
聞
地
区
の
部
会
員
農
家
、
Ｊ
Ａ
関
係
者

な
ど
約
140
名
が
参
加
し
、
２
０
１
２
年
度
の

販
売
見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

農
家
の
出
荷
意
欲
の
確
認
・
向
上
を
促
す

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

開
聞
地
区
で
は
、
２
０
１
２
年
度
、
共
販

金
額
５
億
９
５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

２
０
１
２
年
度　
畜
魂
祭
な
ら
び
に
研
修
会

抑
制
南
瓜
出
荷
本
格
的
に
始
ま
る

開
聞
野
菜
部
会
期
成
大
会
開
催

第
27
回
い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り
開
催

鎮魂の意を込めて畜魂碑に家
畜の冥福を祈る関係者

南瓜の選別・選果作業が続くJA選果場

いぶすき　第27回産業まつり

挨拶する荒田重信ＪＡ開聞野菜部会長
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Ｊ
Ａ
で
は
本
年
度
11
月
よ
り
、
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
、
業
務
の
質
的

向
上
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
管
内
農
家
で
の
職
員
の
農
業
体

験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
28
日
か
ら
２
日
間
、
山
川
地

区
の
農
家
、
西
山
茂
さ
ん
の
圃
場
で

そ
ら
ま
め
の
花
の
摘
花
作
業
を
行
っ

た
職
員
は
「
一
つ
一
つ
の
作
業
の
大

切
さ
と
苦
労
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
。
今
後
の
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
に
役

立
て
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
て
下
さ
る
農
家
は
是
非
、

ご
一
報
下
さ
い
。

職
員
農
家
研
修

山支所職場紹介 大

（後列左から）神田、高橋、肝付、中村美玲、白浜
（前列左から）下柳田、都外川、前畠（総合支所長）、松澤（支所長）、新留、中村沙耶

JAいぶすきJAいぶすき

　大山支所では、職員それぞれが仕事に熱意を持ち、誇りを持って取り組んでいます。明るく元気に
お待ちしておりますので、今年もよろしくお願いします。

農家研修
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JA 共済連は12月８日、鹿児島市内のホテルで2012年度　
JA 共済小・中学生　第56回書道コンクール　第40回記念交通
安全ポスターコンクール表彰式を開催しました。

JA 共済連は毎年、書写教育と美術教育を通じて交通安全な
どへの意識啓発を目的として、書道・交通安全ポスターのコ
ンクールを開催しています。

本年は、県内から書道の部に642校、33512点、交通安全ポ
スターの部には250校、2645点の作品が寄せられました。

JA 管内で受賞された主な作品は以下の通りです。（敬称略）

交通安全ポスターの部で、県知事賞を受賞し
た中川路貴要君（写真右）

県知事賞　青戸小学校３年生　中川路　貴要 県交通安全協会賞　丹波小学校４年生　杖谷　理子

金賞　大成小学校５年生　折田　愛衣40回記念賞　大成小学校６年生　貴島　葵 （半紙の部）金賞　徳光小学校３年生　坂元　里菜

2012年度

第４０回記念　交通安全ポスターコンクール受賞者

第56回書道コンクール受賞者

表彰式
JA 共済連は12月８日、鹿児島市内のホテルで2012年度　

表彰式表彰式JA共済小・中学生　第56回書道コンクール
第40回記念交通安全ポスターコンクール

40回記念賞　丹波小学校５年生　四元　達貴
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（
平
成
24
年
11
月
１
日
～

　
　
　

平
成
24
年
11
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

【
喜
入
】

玉
置　

順
子�
（
74
）

前
薗　

チ
エ�
（
89
）

増
永　

ツ
ル�
（
96
）

前
畑　

達
男�

（
89
）

【
指
宿
】

湯
之
口
孝
彌　
　
（
81
）

肥
後　

和
子　
　
（
96
）

川
原　

ミ
カ　
　
（
97
）

【
山
川
】

中
村
ユ
キ
ノ　
　
（
102
）

佐
尾　

明
広　
　
（
54
）

今
村　

義
雄　
　
（
82
）

外
薗
ノ
リ
エ　
　
（
80
）

池
尻
ス
ギ
子　
　
（
89
）

辻　
　

エ
ダ　
　
（
79
）

田
之
上
杉
彌　
　
（
84
）

内
薗　

善
光　
　
（
59
）

【
開
聞
】

物
袋
ミ
チ
エ　
　
（
93
）

白
澤
ノ
リ
子　
　
（
88
）

森
永　

悦
子　
　
（
84
）

野
元　

静
子　
　
（
91
）

木
原
ヨ
シ
ヱ　
　
（
95
）

迫
中　

善
成　
　
（
83
）

井
上
ミ
チ
エ　
　
（
103
）

中
村　

義
政　
　
（
80
）

松
澤　

嗣
雄　
　
（
91
）

坂
上
イ
ン
チ
ヨ　
（
94
）

【
頴
娃
】

谷
川
ナ
ミ
ヱ　
　
（
94
）

福
元
タ
ツ
エ　
　
（
89
）

飯
山　

敦
子　
　
（
87
）

　
　
　

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
協
議
内
容
】

○　

農
協
法
第
93
条
第
１
項
に
基
づ
く
報
告
徴
救
命
令
の
解
除
に
つ
い
て

○　

特
別
オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
結
果
（
12
月
分
）
に
つ
い
て

　
○　

支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化
（
１
月
）
に
つ
い
て　

○　

全
般
統
制
・
不
祥
事
未
然
防
止
行
動
計
画
の
評
価
項
目
一
覧
表(

第

3
四
半
期
実
績)

に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
11
月
末
資
産
査
定
結
果
に
つ
い
て
（
速
報
）

○　

平
成
24
年
度
第
３
四
半
期
実
績
及
び
年
度
末
実
績
見
込
み
に
つ
い
て

　
○　

財
務
改
善
計
画
書
に
お
け
る
平
成
24
年
度
第
３
四
半
期
末
実
績
及
び

年
度
末
実
績
見
込
み
に
つ
い
て

○　

固
定
資
産
の
一
部
売
却
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

○　

農
業
施
設
を
利
用
し
た
発
電
支
援
事
業
に
つ
い
て

○　

個
人
国
債
取
扱（
登
録
金
融
機
関
業
務
）の
体
制
変
更（
案
）に
つ
い
て

○　

肉
用
牛
肥
育
経
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
農
家
の
契
約
満
了
に
伴
う
契
約

解
除
と
後
継
者
の
新
規
加
入
及
び
組
合
勘
定
設
定(

極
度
額)

承
認

に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
法
定
に
つ
い
て
（
3
件
）

【
監
査
報
告
】

○　

平
成
24
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
出
資
金
増
資
運
動
（
第
２
回
目
）
の
実
績
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
日
本
農
業
新
聞
地
区
毎
普
及
実
績
表
に
つ
い
て

・
南
部
支
所
の
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
県
下
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実

績
（
中
間
報
告
）
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
貯
蓄
獲
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
及
び
改
善
方
針

の
概
要
に
つ
い
て

・
県
下
統
一
「
Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
産　

原
料
用
甘
し
ょ
集
荷
実
績
と
次
年
度
対
策
に
つ
い
て

・
第
31
回
県
下
統
一
自
動
車
大
展
示
会
開
催
要
領
に
つ
い
て

・
購
買
店
舗
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
「
ゆ
う
き
く
ん
」
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
中
止
に
つ
い
て

他

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

　

平
成
24
年
12
月
25
日
、第
13
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、次
の
通
り
協
議
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　
　

け
も
の
み
ち
何
処
に
あ
る
や
髪
の
毛
を

　
　
　

網
に
入
れ
狸
を
追
い
払
う
策

川
畑　

信
子

二　
　

暗
雲
を
払
い
明
る
き
と
な
れ
願
い
を
こ
め
て

カ
レ
ン
ダ
ー
を
吊
る　
　
　
辰
野　

千
鶴
子

三　
　

幼
な
友
と
会
い
得
て
嬉
し
久
方
に
つ
の
る

思
い
出
話
は
尽
き
ず　
　

 

吉
元　

美
知
子

四　
　

時
雨
降
る
散
歩
の
路
端
に
今
日
も
あ
る
捨

て
ら
れ
い
し
や
茶
色
の
ブ
ー
ツ吉元　

み
ど
り

五　
　

哀
楽
の
ひ
と
と
せ
く
く
る
落
葉
の
銀
杏
黄

葉
の
過
ぎ
し
秋
踏
む　
　

 

吉
永　

多
美
子

六　
　

し
ん
し
ん
と
冴
え
る
星
空
ふ
た
ご
座
の
な

が
れ
星
さ
が
し
十
五
個
を
か
ぞ
ゆ

柚
木
﨑　

イ
ツ
子

七　
　

窓
ご
し
に
冬
枯
れ
の
庭
を
眺
め
つ
つ
歯
科

治
療
の
イ
ス
に
座
れ
り　

 

吉
田　

知
佐
子

八　

  

よ
う
や
く
に
投
稿
の
歌
書
き
終
え
て
食
材

切
れ
て
い
る
を
思
い
出
す

片
野
田　

道
子

九　
　

カ
ス
テ
ラ
に
「
結
衣
」
の
名
文
字
が
く
っ

き
り
と
命
名
一
位
の
幸
に
あ
や
か
る

上
西
園　

ふ
じ
え

十　
　

採
り
残
し
青
き
ト
マ
ト
が
知
ら
ぬ
間
に
熟

れ
お
り
何
か
得
せ
し
思
い

片
野
田　

健
一

十
一　

冬
晴
れ
の
峠
に
立
て
ば
枯
野
原
ひ
と
き
わ

高
く
百
舌
刺
し
わ
た
る　
　
　

 

外
薗　

隆

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
（
金
）

丹
波
校
区
公
民
館
（
自
由
詠
）

 

編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
正
月
は
ゆ
っ
く
り
休
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

今
年
は
、
自
分
な
り
に
創

意
工
夫
を
試
み
な
が
ら
、
仕

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持

を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。


